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１．はじめに
2019年のプロ野球シーズン中、阪神タイガース

について、しばしば、新人である近本光司選手の

活躍がチームに元気を与え、チームの勝利に貢献

しているといわれていた 1）。近本選手が、ヒット

であれ死四球であれ、出塁すると後続の選手の活

躍を生み、上手くいけば得点につながるというこ

とであるのだろうか。本稿ではこのことがデータ

で検証できるのかどうかを探りたい。近本選手は
1番打者であり、外野手であるので、リーグは異
なるがロッテマリーンズ 1番打者で外野手の荻野
貴司選手と比較しながら検討したい。また、阪神

タイガースで近本選手の後続として、糸原健斗内

野手を取り上げる。糸原選手はシーズン中、近本

選手に続く 2番打者として多くの試合に出場して
いた。計量分析の方法は順序ロジットモデルを採

用する。また、データは Yahooの Sportsnavi「プ
ロ野球」の中にある毎試合の記録を利用した 2）。

２．基礎データとマクロ分析
近本光司選手と荻野貴司選手は、時期は異なる

が同じ関西学院大学硬式野球部の出身であり、と

もに 2年間社会人野球を経験し、その後プロ野球
の世界に入ってきた。近本選手は 1年目の新人、
荻野選手は 10年目のベテランである。近本選手
はセ・リーグ、荻野選手はパ・リーグに属し、ど

ちらも 1番バッターであり 3）、ほとんどともにセ

ンター（中堅）を守っている。ふたりの成績デー

タを分析しながら、近本選手のチームへの貢献に

ついてその特徴を検出したい。また、同じ球団内
1）  例えば、2019年 10月 3日朝日新聞夕刊「虎バン主義。」の中で高野純一 ABCアナウンサーは次のように発言している。『今年
は近本の年。新人で盗塁王も獲得しましたし、出塁すれば後続の打者に好影響を及ぼすことも証明してきました。』

2）  例えば 2019年 9月 1日阪神タイガース対読売ジャイアンツのデータは https://baseball.yahoo.co.jp/npb/game/2019090102/statsを見
ることによって得られます。

3）  ただし、回数は少ないが、近本選手は 1番以外を打つこともあった。

の比較も必要であろう。そのため 2番で打つこと
が多かったプロ野球 3年目の糸原内野手を取り上
げる。ただ、糸原選手は、7月末あたりから 2番
ではなく 7番あたりを打つことが多くなった。な
お、糸原選手も、大学のあと、社会人野球を 2年
間経験している。

3選手の身長、体重、打撃の成績等について、（表
1）で見てみよう。3選手ともあまり大きくない体
格であるが、近本選手と荻野選手はよく似た体格

である。試合数については、近本選手は 1試合の
み欠場、糸原選手は全試合に出場し、荻野選手は、

腰痛のため登録抹消の期間があり、近本、糸原選

手より試合数は少ない。糸原選手と比較して近本、

荻野両選手に共通するのは、盗塁の多さと本塁打

の本数であり、近本選手はセ・リーグの盗塁王と

なる。打数の多い近本選手は三振も多く、相対的
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表 1 三選手の基礎データ

（出所）Yahoo.Sportsnavi、日本野球機構 NPB.jp
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に打数が少ない糸原選手に四死球が多い。荻野選

手は、打率が最終的にパ・リーグで 4位となり、
打率 3割を超えるバッターとなる。
一般に打者成績の主要なものとして、「打率」

「本塁打」「打点」の 3つがあげられることが多い。
それぞれ、首位打者、本塁打王、打点王と呼ばれ、

表彰の対象となる。この 3つのタイトルを独占し
た選手は各リーグで三冠王として最高の賞賛を受

ける。しかし、これらは必ずしも選手の「得点獲

得能力」を表したものではないといわれ、長打率

と出塁率を合計した OPS（On-base Plus Slugging）
が得点との相関が高いということで、OPSは重要
視されるようになっている 4）。日本野球機構のオ

フィシャルサイト 5）には個人別成績があり、長打

率と出塁率が公表されている。また、得点能力に

は、走力、さらに犠打といったランナーを進塁さ

せる能力を考慮した打撃指標も提案されている 6）。

これらから学ぶことは、打者の能力にとって、打

率、打点、本塁打以外に四球、死球、犠打、盗塁

も大事であることである。

打率は安打数を打数で割って求めるが、OPS7）は

出塁率と長打率を合計して求める。3選手の打率
と OPSの値をまとめてみよう。

 近本光司 打率 0.271 OPS 0.689=長打率
0.375＋出塁率 0.313
 荻野貴司 打率 0.315 OPS 0.842=長打率
0.470＋出塁率 0.371
 糸原健斗 打率 0.267 OPS 0.689=長打率

4）  鳥越他（2014）「「得点能力」を評価する指標 OPS」（pp.28-31）
5）  http://npb.jp/bis/players
6）  鳥越他（2014）「走塁能力や進塁させる能力も加味した打撃指標」（pp.31-33）
7）  OPSを計算するときに使う出塁率と長打率の定義は鳥越他（2014）を参照せよ。
8）  順序ロジットモデルの推計には gretlを使った。使い方については加藤（2012）が詳しい。

0.336＋出塁率 0.353
OPSの値はいくらぐらいが評価の対象になるの

だろうか。鳥越他（2014）によれば、2013年シー
ズンの OPSランキングが掲載されているが、例
えばセ・リーグの 8位は阪神のマートンの 0.845、
パ・リーグの 4位はロッテの井口資仁の 0.902と
いう高い数値である。そうなると、荻野選手の
OPSは高く、近本、糸原両選手の OPSはあまり高
くないことになる。

マクロ的に見ると、打率も OPSも荻野選手が大
きくリードしているといえる。以上はマクロ分析

である。次に、ミクロ的に見て行こう。

３．ミクロ分析
以下の方法はミクロデータをもとにしたミクロ

計量分析である。ソフトウェアは Excelと gretl8）を

使った。

各選手の得点、安打、打点、犠打、盗塁などの

成績の中でなにがチームの勝敗に貢献しているの

であろうか。これを推定、検定するために、以下

の被説明変数と説明変数を設定した。

被説明変数 Y：0=負け、1=引き分け、2=勝ち
説明変数  X1：打数、X2：得点、X3：安打、X4：

打点、X5：三振、X6：四死球、X7：犠打、
X8：盗塁、X9：失策、X10：本塁打

まず、被説明変数、説明変数の相関係数を調べ

てみよう。その結果は（表 2）、（表 3）、（表 4）の
通りである。

表 2 近本光司外野手の相関行列
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説明変数間の相関は、近本選手と荻野選手は似

ているところが多い。例えば、相関係数の相対的

に高いところでは、安打と得点の相関、本塁打と

打点の相関が類似している。次に、糸原選手の相

関行列表を見てみよう。

糸原選手の説明変数間の相関については、安打

と得点の相関が相対的に高く、これは近本、荻野

両選手も高い。被説明変数と説明変数の相関につ

いては、3選手の中で、近本選手は複数の説明変
数と相対的に相関が高いのが特徴的である。

それでは、（0、1、2）からなる被説明変数、そ

9）  山本（2015）第 8章「順序ロジットモデルと多項ロジットモデル－離散選択モデルの応用－」

して 10個の説明変数からなる離散選択モデルを
計測しよう。被説明変数が連続変数ではなく、離

散変数をとる場合、離散選択モデルと呼ばれてい

る 9）。離散選択モデルの中で、順序ロジットモデ

ルとは被説明変数のとりうる値（選択肢）が 3つ
以上あり、かつ、それらに何らかの順序がある場

合に適用するものである。「勝つ」、「引き分け」、

「負ける」には順序があると想定し、「2」、「1」、「0」
とあてはめた。説明変数は打数から本塁打まで 10
種類があり、これらのデータをもとに、順序ロジッ

トモデルを推計した。この結果は、（表 5）にまと

表 3 荻野貴司外野手の相関行列

表 4 糸原健斗内野手の相関行列

表 5 近本、荻野、糸原 3 選手の計測結果
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められている。

荻野選手、糸原選手は X2の得点だけが、被説
明変数Yの勝敗に有意に影響を与えている。一方、
近本選手は得点のほかに、X4の打点、X7の犠打、
X8の盗塁というように 4つの要因が勝敗に有意
にプラスの影響を与えている。近本選手と荻野選

手の比較から、マクロ的には圧倒的に荻野選手が

打者として上位にあるけれども、ミクロ的な分析

から、近本選手のほうが荻野選手に比べて多くの

要因によってチームの勝敗に貢献している可能性

がうかがえる。

なお、順序ロジットモデルは、閾値（cut-point）
も計算できる 10）。結果は表示していないが、閾値

の推定からも近本選手の結果は統計的に有意に検

定されていることから、近本選手の活躍は勝ち負

け、引き分けがはっきり分類できる打撃成績で

あったことがうかがえる。荻野選手、糸原選手の

推計では、有意な閾値は得られていない。

４．結びにかえて
本稿で検討したモデルは、被説明変数が質的な

数値で説明変数が量的な数値であった。チームの

勝利は「2」という値であったが何点を入れて勝っ
たのか、引き分けは「1」であったが何点で引き
分けであったのか、負けは「0」であったが何点
で負けたのかの数値データで分析することも可能

であろう。したがって、われわれの計測結果は被

説明変数を質的に考えた限定的な結果であるとい

える。
2019年 8月 7日神宮球場で行われたヤクルト

阪神戦では阪神は 11対 2で負けたが、このとき、
デイリースポーツ online11）は次のように近本選手

の言葉を伝えている。『 』内が近本選手の言葉

である。

近本選手は「懸命に走った。見事に2盗塁を決め、
最後まで諦めない姿勢は貫いた。『試合の展開的

にも差がついてしまったところで走ったんですけ

ど、もっと序盤だったり、初回というところで自

分の仕事ができればよかった。』常々、話すのは

10 ） 閾値については、山本（2015）の第 8章「順序ロジットモデルと多項ロジットモデル」の中の「順序ロジットモデル」（pp.121-22）
を参照せよ。

11 ）  https://www.daily.co.jp

『ホームにかえってくることが自分の仕事なので』

と本塁に生還することを強く意識している。」

われわれの計測結果もこのことを裏付けてい

る。得点がチームの勝利に貢献していることは近

本選手をはじめ荻野選手、糸原選手とともに検証

されているが、近本選手にはそのほか盗塁も勝利

に貢献している。さらに近本選手の犠打や打点も

チームの勝利に貢献していることも検証できた。

打者にとって、打率や OPSのようなマクロ的な
数量では秀でていなくとも、1試合ごとのミクロ
的な分析によればマクロでは見えない所属チーム

の勝利への貢献がありうることを示すことができ

た。
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